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1．はじめに

　国立環境研究所 地球環境研究セ ン タ
ー

で は、民間定期

貨物船を利用 した大気海洋モ ニ タリン グを行 っ て い る，

本発表で は，そ の 観測デー
タの 中か ら，大気中メ タ ン 濃

度の ト レ ン ドと年 々 変動 を 示 す．ま た観 測 データ と併 せ

て 大 気輸送 モ デ ル の 結果を 解析 し，メ タ ン 濃 度 の年 々 変

動の 原 因に つ い て 考察した，前回の 発表 時尾他，2009
年度気象学会秋季大会1 で は2008年まで の結果を示した

が，解析期間を2010 年まで の ばし、近年 の メ タン 濃度

の再 増加に つ い て考察する．

2．大気サ ンプ リン グとメタ ン濃度測定

　 1994 年か ら現在ま で 、日本一北米間（北緯35°
か ら

55P＞と日本一オース トラ リア ・ニ ュ
ージーラ ン ド間 （北

緯3QPか ら南re3S
°
）を航行する 貨物船を利用 して，西 太

平洋上の 大気試料を採取 して い る．各船舶には，GPS で

制御され る 自動大気サ ン プ リン グ装置 （ス テ ン レス フ ラ

ス コ と ガラス フ ラス コ）が設置され，日豪航路で は 1航海

で 計42 試料を採取 して い る，観測頻度 は年 10回ほ ど

（約40 日）で ある．大気試料中の メ タン 濃度は，環境研

の G（ンFIDで 測 定 した．

3．モ デ ル

　用 い た大気輸送モ デル は NIES　TM （水平分解能2，5°×

2．5°，鉛直 15層）［Maksyutov　et　aL ，2008】で 気象庁

のJCDAS を用 い て輸送を計算 した．メタン フラ ッ クス は，

EDGAR の 人為起源放出とNASA 　GISSの 自然起源放出デ

ータ か ら Patra　et　aI．【2009］が 作成 した データ を 用 い

た．1994年以降は 574〜575Tg −cH
、
　yr

’1
で ，年々 変

動は ほ とん ど無い．NIES　TM で は成層圏で の メ タ ン 消失

（40　Tg−　CH
，
　yr

’1
）を考慮 して い ない ため，そ れに相当す

る 分だけメ タン フ ラ ッ クス を減 ら して 〔0．93 を乗 じた）計

算を行 っ た．メタン の 消失はOH ラ ジ カ ル との 反応の み

を考慮 し、OH 濃度 の 月平均気候値 ［Spivakovsky　et　
’
al．，

2000 ］を与 え た，

4．結果 と考察

　図 1に，観測 さ れた メ タ ン 濃度データ に 3年の ロ
ーパ

ス フ ィ ル タ ［Nakazawa 　et 　aL ，1997］をかけて得 られた，

各緯度にお け る メ タン 濃度の 長 期 トレン ド成分の 時系列

を示す．エ ル ニ ーニ ョ期で あ る 1997年か ら98年 にか け

て大規模なメ タン の増加が観測された，そ の 後 1999年

か ら2006 年まで はメ タ ン の 増加 は止 ま り，ほ ぼ一
定の

濃度が持続 した．こ れら は他 の 観測デ
ー

タや全球平均 ト

レ ン ドと一致する ．

　2006 年か ら08年にか け て，メ タ ン 濃度は再び増加 し

た，その 増加速度は一様で は無 く，北半球で 1　2　ppb／yr，
南半球で 8ppb ／yr で あ っ た　ま tc，北緯5

°
か ら 15

°
で

メ タン 増加が起こ っ て い ない こ とが明 らか にな っ た．大

気輸送モ デ ル に よ っ て，こ の期間 の北半球熱帯西 太平洋

で は，他 の 領域 と比 ベ メ タ ン 濃度 が減 少 す る傾 向が再 現

さ れ た．モ デ ル の結果 か ら，こ の メ タ ン 増加 の不 均
一

は，

ラ ニ
ー

ニ ャ 期に顕著なウォ
ー

カ
ー
循環 の 強化に伴う活発

な対流活動に起因する こ とが示唆された．

　 そ の 後 2008 年か ら10年は，多くの 緯度帯で メ タ ン

増加が鈍化 した．増加速度は，北半球中緯度で 5ppb ／yr，
南半球で 3ppb ／yr と大きく減少した．一

方で，2006
年か ら08 年に はメ タン増加 が ほとん ど観測さ れな か っ た

赤道か ら北緯15
°
で，メ タン が 大 き く増加 した （15ppb

／yr）．こ の期 間 はエ ル ニ
ーニ ョ 期 に あた り，熱帯西 太平

洋の 大気循環が 影響 して い る 可能性が あ る，

　本研究で は、大気輸送の年々変動が メ タ ン濃度の年々

変動に 大きく寄与 して い る こ とを 示 した．一
方で，観測

された 近年の メ タン 再増加 の 大部分 はモ デ ル で 再現 され

なか っ た た め，近年の メ タ ン 増加 に は，エ ミ ッ シ ョ ン の

増加も し くはOH ラ ジカ ル濃度の減少が必要で ある こ と

が示 唆 され た，北半球 の方が南半球よりも増加率が高 い

こ と か ら，よ り強 い メ タ ン の 放 出 が北 半球 で 起 こ っ た と

推測される，学会当日は，波照間モ ニ タ リン グス テーシ

ョ ン の 観測結果 も合わせ て 議論する．

謝辞 トヨ フ ジ海運  ，  フ ジ トラ ン ス，  商船三 井

日本郵船   ，　Seabord　［ntemationa ］　Shipping　Co．の

各 海 運 会 社 の ご協力を得 て観測 を行 っ て い ます．
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図 1　 西 太平洋で 観測 され た大気 メ タン 濃度 の 長期 トレ

ン ド成分の 時系列
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